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研究成果の概要 

 

メディア解析技術による精神疾患の自動診断、さらには「介入」に向けた重症度推定等について

検討している。概要を以下に示す。 

 

1) 精神症状に精緻に紐づけされたデータ収集および解析 

1-1) 精神症状に精緻に紐づけされたデータ収集 

2023年度末までに、精神症状や認知機能などの医療情報を付加した患者・健常者のインタビュ

ーを通じた音声データ 1279データセット（約 1200時間分）、SNSによる患者テキストデータ 2900

万文字分のデータ収集を完了した。また、認知症患者を対象としたパレイドリアテストのデータにつ

いて、3000枚のパレイドリア判定シートのデータ収集を完了した。[1] 

1-2) 自然言語処理による精神科データの解析 

上記のデータの分類実験を行い、これまでに同定していた有効な特徴量について有効性を確

認した。これにより、従来人手で行っていたデータ付与の自動化実験を進めた。一般のツイートを

対象とした解析についても検討を進め、80%を越える精度を達成した。また、状況別感情極性辞書

SiSPの有効性を示すとともに、その多言語化の検証を進めた。 

1-3) メディア解析技術を応用した多面的な精神疾患解析 

ノイズパレイドリアテストに基づくレビ小体型認知症の自動検出について検討を行った。特に軽

症患者の検出に向けたデータ整備と検出精度向上を進め、さらには提示画像数の効果的な削減

のためのサンプリング手法について更なる性能向上を実現した。 

 

2) SNS並びにライフログを用いたメンタル状態解析 

2-1) SNSを用いたメンタル状態解析 

SNSにおける企業オフィシャルアカウントの人気の予測・分析をおこなう事のできるマルチモー

ダルモデルについて検討した。また周辺技術として、旅行 SNSを対象に Large Multimodal 

Models (LMMs)を用いた画像認識、推薦、仮想レビュー生成等の技術を検討した。これは、SNS

ユーザの行動パターンや感情を理解・分析する基礎技術となる。さらには、画像等の分類・検出等

で高い性能を持つ AIの説明技術を実現した [3]。 

2-2) FoodLogに基づく心理・メンタル状態推定 

長期にわたるマルチメディア食事画像からの精神的な健康の変化の推定に取り組んでいる．そ

のために以下の項目にわたる検討を行った． 

（１） マルチメディア食事記録プラットフォームの継続的な構築 

（２） マルチモーダルな食事記録とストレス・ウエルビーイング質問票との関係性の解析 

（３） 細粒度分類食事データセットの構築 

（４）少数の分布内サンプルと大規模画像原モデルを用いた分布外検知 [2] 
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